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特
集
１　
新
防
衛
大
綱
と
軍
事
化
す
る
社
会

自
衛
隊
の
防
災
・
災
害
救
助
の
問
題
点

池
田
五
律

自
衛
隊
の
災
害
派
遣

自
衛
隊
法
三
条
は
、「
第
一
項
：
我
が
国
を
防
衛
す

る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
、
必
要
に
応
じ
、
公
共

の
秩
序
の
維
持
に
当
た
る
。
第
二
項
：
主
た
る
任
務

の
遂
行
に
支
障
が
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
…
…
別

に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
衛
隊
が
実
施
す

る
こ
と
と
さ
れ
る
も
の
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。
災
害
派
遣
は
、
こ
の
主
任
務
に

支
障
を
生
じ
な
い
限
度
で
実
施
す
る
任
務
の
一
つ
と

し
て
、
自
衛
隊
法
第
83
条
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
も
、災
害
派
遣
は
「
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
当
た
る
」

活
動
の
一
つ
だ
と
い
う
の
が
、
自
衛
隊
の
位
置
付
け

で
あ
る
。

こ
の
災
害
派
遣
に
は
、
①
都
道
府
県
知
事
の
要

請
を
受
け
、
防
衛
大
臣
ま
た
は
大
臣
の
指
名
す
る
者

が
派
遣
命
令
を
す
る
も
の
、
②
市
町
村
長
な
ど
の
通

報
を
受
け
、
防
衛
大
臣
ま
た
は
大
臣
の
指
名
す
る
者

が
派
遣
命
令
を
す
る
も
の
、
③
駐
屯
地
の
安
全
確
保

な
ど
を
理
由
に
行
な
う
自
主
派
遣
の
三
種
類
が
あ
る
。

阪
神
大
震
災
直
後
の
伊
丹
駅
へ
の
派
遣
は
、
自
主
派

遣
で
あ
る
。

災
害
派
遣
も
「
秩
序
維
持
」
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、

阪
神
大
震
災
時
、
市
役
所
な
ど
の
警
備
が
主
任
務
だ
っ

た
。
命
令
が
な
い
と
動
け
な
い
（
命
令
な
し
に
勝
手
に

「
実
力
（
武
装
）
組
織
」
が
活
動
す
る
も
危
険
）。
そ
も
そ
も
、

直
ぐ
に
、
何
処
へ
で
も
、
駆
け
付
け
ら
れ
る
わ
け
も

な
い
。「
実
際
の
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
早
く
て
24

時
間
後
。
ま
ぁ
二
、三
日
後
だ
」
と
元
自
衛
官
も
言
う
。

マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
瓦
礫
撤
去
な
ど
に
は
役
立
つ
が
、

消
防
の
よ
う
な
救
急
救
命
の
人
材
や
装
備
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
廃
材
運
搬
は
、
清
掃
の
専
用
車
両
こ

そ
が
役
立
つ
。
給
水
車
も
、
水
道
局
の
そ
れ
に
比
べ

る
と
機
能
は
格
段
に
劣
る
。

こ
の
よ
う
な
主
任
務
で
な
い
災
害
派
遣
を
、
絵
に

な
る
と
劣
化
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
宣
伝
し
、
自
衛

隊
も
存
在
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に
、
発
足
直
後
か
ら
フ

ル
に
利
用
し
て
き
た
。
例
え
ば
１
９
５
９
年
の
伊
勢

湾
台
風
は
、
自
衛
隊
を
容
認
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
。

災
害
基
本
法
か
ら
始
ま
っ
た　
　
　
　
　
　
　

緊
急
事
態
対
処
態
勢
の
構
築

伊
勢
湾
台
風
を
受
け
て
、
１
９
６
1
年
に
災
害
基

本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
災
害
基
本
法
は
、
内
閣
総
理

大
臣
は
閣
議
に
か
け
て
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
で

き
る
と
し
、
緊
急
事
態
布
告
下
で
は
緊
急
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
国
会
の
承
認
な
し
に
政
令
で
物
価

統
制
な
ど
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
国
会
の
事
後
承

に
さ
せ
た
い
。
そ
れ
を
、
来
る
べ
き
参
院
選
に
お
け

る
一
大
争
点
に
押
し
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
（
武
器
輸
出
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
は
、

軍
拡
予
算
や
新
大
綱
に
反
対
す
る
新
た
な
枠
組
み
を

作
り
、
集
中
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ご
参
加
、
ご
協
力
を
呼
び
か
け
た
い
。

（
す
ぎ
は
ら
・
こ
う
じ
／
武
器
輸
出
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
［
Ｎ

Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
］
代
表
）

武
器
輸
出
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
）

〒
１
６
２
－
０
８
２
２ 

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町 

３
－
12 

明
成
ビ
ル
３
０
２　

3
・
11
市
民
プ
ラ
ザ
気
付

メ
ー
ル anti.arm

s.export@
gm

ail.com

ツ
イ
ッ
タ
ー @
AntiArm

sN
AJAT　

※
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
！

Facebook 

ペ
ー
ジ 

　

https://w
w

w
.facebook.com

/AntiArm
sN

AJAT/

ブ
ロ
グ　

https://najat2016.w
ordpress.com

「死の商人にならないで」と訴える三菱重工株主総会での
行動（NAJAT、HPより）
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特
集
１　
新
防
衛
大
綱
と
軍
事
化
す
る
社
会

い
た
国
家
緊
急
権
の
行
使
が
、「
災
害
対
処
」
を
隠
れ

蓑
に
導
入
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
緊
急
事
態
布
告
は
、

未
だ
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
だ
が
、
災
害
基
本

法
は
、
広
範
な
指
示
権
を
内
閣
総
理
大
臣
に
付
与
し

て
い
る
。
自
治
体
に
は
平
素
か
ら
対
処
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
し
、
住
民
に
も
責
務

を
課
し
て
い
る
。
１
９
７
８
年
に
は
、
大
規
模
震
災

特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
予
知
段
階

で
の
警
戒
本
部
立
ち
上
げ
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
下

で
内
閣
総
理
大
臣
が
恣
意
的
に
権
力
を
振
る
え
る
危

険
性
を
持
っ
て
い
る
。
１
９
８
０
年
代
に
は
、「
総
合

安
保
」
の
名
の
下
で
緊
急
事
態
時
に
首
相
官
邸
機
能

を
移
す
立
川
広
域
防
災
基
地
が
建
設
さ
れ
た
。
当
時
、

そ
う
し
た
動
き
は
、
有
事
立
法
の
隠
れ
蓑
と
批
判
さ

れ
た
。
ま
た
、
１
９
９
９
年
に
は
東
海
村
臨
界
事
故

を
契
機
に
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。

各
種
災
害
対
処
と
「
総
合
安
保
」
を
理
由
に
、
緊
急

事
態
対
処
法
制
お
よ
び
対
処
態
勢
が
構
築
さ
れ
て
き

た
の
だ
。

冷
戦
後
の
存
在
意
義
を
求
め
て

冷
戦
の
終
焉
は
、
自
衛
隊
の
存
在
意
義
を
揺
さ
ぶ
っ

た
。
そ
こ
で
持
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
テ
ロ
組
織
、
ゲ

リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ゥ
部
隊
、
特
殊
工
作
員
に
よ
る
破

壊
活
動
な
ど
と
の
「
非
対
称
な
戦
争
」
で
あ
る
。
そ

れ
を
理
由
に
、
自
衛
隊
は
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
、

市
街
地
戦
闘
訓
練
を
活
発
化
さ
せ
た
。

も
う
一
つ
、
持
ち
出
し
て
き
た
の
が
、「
災
害
対
処
」

で
あ
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
１
９
９
０

年
代
初
頭
に
北
部
方
面
隊
総
監
だ
っ
た
志
方
俊
之
が

主
導
し
て
行
な
っ
た
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
「
ビ
ッ

グ
レ
ス
キ
ュ
ー
」
で
あ
る
。
後
に
都
の
参
与
と
な
っ

た
志
方
は
、
東
京
銀
座
に
装
甲
車
を
繰
り
出
す
「
ビ
ッ

グ
レ
ス
キ
ュ
ー
２
０
０
０
」
を
主
導
し
た
。
そ
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
首
都
を
守
れ
」
で
あ
っ
た
。
都
民

で
は
な
く
首
都
、
即
ち
政
経
中
枢
機
能
の
維
持
が
、

災
害
時
の
自
衛
隊
の
本
務
な
の
だ
。
し
か
も
、
石
原

慎
太
郎
都
知
事
は
災
害
時
に
「
騒そ
う

擾じ
ょ
う

」
が
想
定
さ
れ

る
か
ら
と
「
ビ
ッ
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
」
に
向
け
、
自
衛

隊
員
を
鼓
舞
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
三
国
人
発
言
」
で

あ
る
。
災
害
派
遣
の
本
務
は
、
治
安
維
持
な
の
だ
。

テ
ロ
対
処
と
災
害
対
処
の
融
合

１
９
９
０
年
に
周
辺
事
態
法
、
２
０
０
３
年
に
武
力

攻
撃
事
態
法
、
２
０
０
４
年
に
国
民
保
護
法
と
、
有
事

法
制
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、「
武

力
攻
撃
災
害
」
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
災
害
基
本
法
を

準
用
す
る
形
で
、
武
力
攻
撃
事
態
だ
け
で
な
く
、「
大

規
模
テ
ロ
」
に
対
す
る
対
処
態
勢
の
構
築
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
防
災
訓
練
だ
け
で
な
く
、

テ
ロ
対
処
訓
練
、
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
、
国
民
保
護
訓

練
で
も
、
民
衆
動
員
を
含
む
形
が
増
え
だ
し
た
。
並
行

し
て
、
元
自
衛
隊
員
を
「
危
機
管
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

だ
と
し
て
、
自
治
体
や
企
業
の
危
機
管
理
担
当
に
送
り

込
む
動
き
が
強
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

旧
軍
の
風
下
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
警
察
の

中
に
あ
っ
た
自
衛
隊
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
各
種
の
共
同

訓
練
の
中
で
払
拭
さ
れ
、
新
協
定
と
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

警
備
を
画
期
に
、
役
割
分
担
と
連
携
が
強
化
さ
れ
た
。

「連絡員として区役所へ前進する第一普通科連隊の隊員」
（東部方面隊ＨＰより）

認
は
必
要
と

し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
緊

急
事
態
時
に

は
超
憲
法
的

な
執
行
権
力

の
行
使
が
で

き
る
と
す
る

国
家
緊
急
権

を
前
提
に
し

た
も
の
と
も

言
え
る
。
明

文
改
憲
が
必

要
と
さ
れ
て

志賀原発における北陸3県警と陸自14普通科連隊との共同訓
練　2017年 10月（「30年版防衛白書」より）
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特
集
１　
新
防
衛
大
綱
と
軍
事
化
す
る
社
会

人
類
の
脅
威
は
軍
国
主
義

竹
内
光
浩

17
・
７
・
６
・
11　

な
ん
の
数
字
だ
ろ
う
か
。
去
年

の
沖
縄
県
知
事
選
前
に
県
内
の
41
市
町
村
長
に
沖
縄

タ
イ
ム
ズ
が
ど
の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
を
訊
い
た

結
果
だ
。
回
答
総
数
は
30
。
回
答
の
内
容
は
佐
喜
真

支
持
が
17
、
玉
城
支
持
が
７
、
保
留
が
６
そ
し
て
回

答
無
し
が
11
。

も
う
一
つ
。
伊
平
屋
村
・
伊
是
名
村
・
国
頭
村
・

東
村
・
宜
野
湾
市
・
粟
国
村
・
渡
嘉
敷
村
・
座
間
味

村
・
渡
名
喜
村
・
南
大
東
村
・
北
大
東
村
・
宮
古
島
市
・

多
良
間
村
・
石
垣
市
・
与
那
国
町
、
以
上
15
市
町
村
。

知
事
選
で
玉
城
が
敗
れ
た
地
域
。
た
だ
し
石
垣
市
・

東
村
は
保
守
地
盤
と
い
わ
れ
る
割
に
は
僅
少
差
だ
っ

た
。
沖
縄
島
の
僻
地
や
ん
ば
る
や
離
島
が
多
い
の
が

特
徴
。
今
後
、
沖
縄
で
は
こ
う
し
た
僻
地
対
策
が
重

要
に
な
る
。

知
事
選
直
前
の
県
内
市
町
村
長
の
中
で
玉
城
を
支

持
し
た
の
が
僅
か
７
名
で
、
残
り
34
名
の
市
町
村
長

が
少
な
く
と
も
玉
城
を
支
持
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

み
る
と
、
昨
秋
の
県
知
事
選
挙
結
果
に
は
現
職
市
町

村
長
の
意
思
が
全
く
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

現
在
（
１
月
19
日
）
県
内
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
辺
野
古
基
地
を
廻
る
県
民
投
票
に
つ
い
て
、
宮

古
島
市
・
沖
縄
市
・
宜
野
湾
市
・
石
垣
市
・
う
る
ま

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
で
は
、
警
察
が
発
災
直
後
に
主
要
幹

線
道
路
の
交
通
規
制
を
行
な
い
、
非
政
府
主
体
に
よ
る

自
主
的
な
救
援
活
動
は
制
約
さ
れ
た
。
阪
神
大
震
災
時

に
、
様
々
な
非
政
府
主
体
が
、
自
主
的
に
、
テ
ン
デ
バ

ラ
バ
ラ
に
、
自
助
自
救
、
共
助
で
活
躍
し
た
の
と
は
大

違
い
だ
。
一
方
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
、
宮

城
県
、
自
衛
隊
が
協
力
し
て
道
路
警
戒
を
行
な
い
、
東

北
自
動
車
道
か
ら
沿
岸
部
に
救
援
部
隊
や
救
援
物
資
を

運
び
込
む
「
く
し
の
歯
作
戦
」
が
行
な
わ
れ
た
。
三
自

衛
隊
統
合
作
戦
部
隊
が
創
設
さ
れ
、
他
の
防
災
機
関
や

東
電
（
民
間
企
業
）
を
統
裁
す
る
立
場
に
自
衛
隊
は
立
っ

た
。
大
々
的
な
予
備
自
衛
官
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
招

集
も
行
な
っ
た
。
住
民
を
て
な
ず
け
、
活
躍
ぶ
り
を
宣

伝
す
る
宣
撫
工
作
を
行
な
っ
た
。
避
難
所
で
の
救
援
活

動
は
、
不
審
者
割
り
出
し
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対
処
に
通
じ
る

実
地
体
験
に
な
っ
た
。
医
療
活
動
は
、
滅
多
な
こ
と
で

は
遭
遇
し
な
い
症
例
に
向
き
合
う
の
で
、
コ
ン
バ
ッ
ト・

メ
デ
ィ
カ
ル
（
戦
闘
医
療
）
に
応
用
で
き
る
実
働
訓
練

の
場
に
な
っ
た
。
自
衛
隊
の
医
療
・
看
護
の
主
任
務
は
、

戦
傷
者
の
治
療
な
の
だ
（
隊
員
か
ら
戦
死
傷
者
が
出
る
こ
と

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
人
員
・
機
材
の
増
強

が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
）。
米
軍
の
「
オ
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
な

ど
、
日
米
共
同
作
戦
の
経
験
も
積
ん
だ
。

主
任
務
の
強
調
へ

東
日
本
大
震
災
以
降
、
災
害
対
処
役
へ
の
即
応
性

の
向
上
に
も
な
る
と
「
統
合
機
動
力
」
強
化
が
正
当

化
さ
れ
、「
災
害
救
援
活
動
に
も
使
え
る
」
と
い
う
謳

い
文
句
、
即
ち
「
多
用
途
」
が
、
軍
拡
の
口
実
と
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
防
災
訓
練
で
の
露
出
は

低
下
し
て
い
る
。
テ
ロ
対
処
訓
練
、
ミ
サ
イ
ル
避
難

訓
練
、
国
民
保
護
訓
練
も
同
様
だ
。
主
任
務
は
、
災

害
時
で
も「
秩
序
維
持
」、テ
ロ
対
処
な
ど
で
は「
戦
闘
」

と
い
う
こ
と
だ
。
自
治
体
主
催
の
防
災
訓
練
は
リ
ク

ル
ー
ト
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る

一
方
、
自
衛
隊
独
自
の
防
災
訓
練
に
力
を
入
れ
、
そ

れ
に
逆
に
自
治
体
を
巻
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

２
０
１
２
年
に
東
京
で
行
な
わ
れ
た
練
馬
駐
屯
地
か

ら
の
夜
間
徒
歩
偵
察
部
隊
の
自
治
体
の
危
機
管
理
室

を
中
継
拠
点
と
し
た
都
心
へ
の
部
隊
進
出
訓
練
な
ど

が
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
防
災
」
に
名
を

借
り
た
首
都
中
枢
制
圧
訓
練
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
こ
れ
は
、
緊
急
事
態
条
項
追
加
改
憲
の
動
き

と
も
呼
応
し
た
も
の
と
も
言
え
る
。

「
災
害
派
遣
で
役
立
つ
面
は
活
か
し
て
い
い
の
で

は
」
な
ど
と
、
自
衛
隊
、
な
め
た
ら
ア
カ
ン
ゼ
ヨ
！

（
い
け
だ
・
い
つ
の
り
／
戦
争
に
協
力
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！

練
馬
ア
ク
シ
ョ
ン
）
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